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論文内容の要旨

本論文は、交角が90。以外のすみ肉溶接継子および材の全厚にわたって、溶けこみのない、いわゆ

る部分とけこみ溶接継手の強度に関する研究成果をまとめたもので、 2編よりなっている。

第 1 編では、交角が90。以外のすみ肉溶接(異形すみ肉溶接)継子の強度に関する研究をまとめてい

る。

第 l 章では、継子がせん断力をうける場合について実験を行い、交角の変化が、継手強度におよぼ

す影響をしらべている。その結果、せん断力をうける継子の強度は実際のど厚に支配されるが、溶接

断面形状の影響を受けないことを明らかにしている。さらに、異形すみ肉溶接の基本事項である交角

と溶けこみとの関係についてもあわせ論ビ、実験式を与えている。

第 2 章では、継子が引張力を受ける場合について交角と強度との関係を求め、交角Ç)O。のすみ肉溶

接継子に関する既往の、実験結果と比較しつつ検討を加えている。その結果、引張力をうける継子の

強度は実際のど厚と溶接断面形状の双方の影響を受けることを明らかにし、交角、溶けこみ量、溶接

寸法を考慮した実験式を示している。

第 3章では、異形すみ肉溶接を用いた組立材の強度に関する実験的研究をまとめている。すなわち

側面すみ肉溶接継子および前面すみ肉溶接継子の溶接方法、母材厚を変化させて実験し、その結果、

日本建築学会が規定している許容の交角範囲を越えるものでもト分な耐力が得られることを明らかに

している。

第 2編は、部分溶けこみ溶接継子の強度に関する研究についてまとめている。

第 l 章では、強度におよぼす溶けこみ量の影響を、第 2 章では、補強すみ肉溶接の効果をそれぞれ

実験的に追求し、溶けこみのないすみ肉溶接についての既往の実験式および 理論式と比較しつつ

検討を行っている。その結果、すみ肉脚長を一定にした場合でも、溶着金層量を一定にした場合でも

溶けこみ量は継手強度に、いちぢるしい影響を与えること、また、溶けこみ量を一定にして補強すみ
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肉のサイズを増大すれば、単位溶接長当りの強度は上昇するが単位のど断面当りの強度は逆に低下す

ること、さらに、平均応力破壊理論の「ルートを通る一平面で破断する」という仮定を充すものが

ほとんどなく、強度的にも部分溶け之み溶接継手の強度は平均応力による破壊理論では示されないこ

と、などを明らかにしている。これらの実験結果をもとに、溶けこみ量、補強すみ肉のサイズなどを

勘案した実験式を与えている。

論文の審査結果の要旨

鋼構造建築にしばしばあらわれる特異な形状の溶接継手の強度に関する信頼しうる研究資料は意外

に少く、溶接設計に当って、常に苦慮される問題であった。

本論文は、接合される材が直交しないいわゆる「異形すみ肉溶接継手J の実験的研究により、継手

のせん断強度および、引張強度に影響をおよぼす要因を分析して検討考察を加え、継手強度を与える

有力な実験式を提唱し、さらに、材の全厚にわたって溶けこませない「部分溶けこみ溶接継手J につ

いてその強度と、溶けこみ量との関係、補強溶接の効果などを実験的に究明している。

以上のように、本論文は建築鉄骨設計上の懸案である異形すみ肉溶接部ならびに、部分溶けこみ溶

接部の強度について多くの知見を加え、また、その設計に極めて重要な指針を与えるものであり、建

築工学に寄与するところ多大で、ある。

よって本論文は、博士論文として価値あるものと認める。
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